（生物Ⅱ）学習指導案
	所　　　属
	県立氷上西高等学校
	氏 名
	足立　幸謙

	対　　　象
	3年生　生物Ⅱ選択者
	場 所
	生物化学教室

	使用教科書等
	高等学校　生物Ⅱ　（啓林館）

	本時の位置
	薄層クロマトグラフィー（TLC）を用いた同化色素の分離実験

	本時の目標
	薄層クロマトグラフィー（TLC）を用い同化色素の分離を行うとともに量的関係を

データ化し考奏する。

	評価規準
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	観察・実験の技能表現
	知識・理解

	
	実験に対して意欲

的に取り組もうと　　　　　　するとともに科学

的態度を身に付けている。
	TLCの結果と－グ

ラフを比較し色素

とその波形を対応

させることができ

る。
	実験の技能を習得

するとともに、実験結果を分析し、考察を行うことができる。
	実験を通して同化
色素とその色について理解している。


本時の展開
　　　　　　

	時間
	学　習　活　動
	指　導　と　支　援
	指導上の留意点・観点別評価

	５分
	１　これまでに学習した内容を復習する。
	１　光合成の反応式を思い出させる。
　　同化色素の種類と吸収スペクトルについて思い出させる。
	

	８５分
	２　実験の方法について話を聞く。
３　実験を行う。
４　LEDとグラフを比較する。

５　色素の量について考える。

	２　色素抽出液を染み込ませる回数に注意させる。
　　データ記録は前線がLED　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に近づいてきてから行わせる。
３　班で協力して実験させる。

　　展開液の蒸気を吸引しない

　ように注意させる。
　　色素が全部LEDを通過すれば実験を終了させる。

４　比較によりどの色素の波形

　のものか確認させる。

５　それぞれの植物において多

　い色素をあげさせる。

	各班に実験装置を

1台ずつ使用する。
関心・意欲・態度

知徹・理解
思考・判断

	１０分
	６　結果を共有する。
	６　実験結果をそれぞれ発表させる。　
	観察・実験の技能表現


